
公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

一
九
七

公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離

高

　
　畑

　
　英
一
郎

は
じ
め
に

１
．
ア
メ
リ
カ
建
国
期
の
教
育

２
．
公
立
学
校
の
発
足
と
発
展

３
．
公
立
学
校
で
の
無
宗
派
主
義

４
．
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
大
量
移
民

５
．
公
立
学
校
の
無
宗
派
主
義
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
反
対

６
．
国
民
統
合
の
手
段
と
し
て
の
「
聖
書
朗
読
」

７
．「
聖
書
朗
読
」
を
め
ぐ
る
判
例

お
わ
り
に

論
　
説

）
九
九
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

一
九
八

は
じ
め
に

日
本
国
憲
法
は
、
宗
教
団
体
へ
の
特
権
付
与
・
財
政
支
援
（
二
〇
条
一
項
後
段
、
八
九
条
前
段
）、
政
府
の
宗
教
教
育
・
宗
教
的
活
動
を
禁

止
し
（
二
〇
条
三
項
）、
さ
ら
に
宗
教
団
体
に
政
治
上
の
権
力
行
使
を
禁
じ
て
い
る
（
二
〇
条
一
項
後
段
）。
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
、
憲
法
は

政
教
分
離
原
則
を
採
用
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
１
）

。
政
府
が
公
立
学
校
で
宗
教
教
育
を
行
う
こ
と
は
、
特
定
の
信
仰
を
支
援
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
、
政
教
分
離
に
違
反
す
る
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
も
、
政
教
分
離
規
定
に
相
当
す
る
国
教
樹
立
禁
止
条
項
を
一
七
九
一
年
に
制
定
し
た
（
２
）

。
特
定
宗
教
の
支
援
と
な

る
公
立
学
校
で
の
宗
教
教
育
は
許
さ
れ
な
い
は
ず
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
長
ら
く
公
立
学
校
に
お
い
て
宗
教
的
な
活
動
が
容
認
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
、
一
日
の
授
業
が
開
始
さ
れ
る
前
に
聖
書
の
一
節
を
読
む
「
聖
書
朗
読
」
で
あ
る
。
こ
の
聖
書
朗
読
は
、

一
九
六
三
年
に
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
が
憲
法
違
反
の
判
決
を
下
す
（
３
）

ま
で
、
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
各
地
で
行
わ
れ
て

き
た
。
こ
う
し
た
慣
行
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
が
キ
リ
ス
ト
教
を
背
景
に
成
立
し
た
こ
と
を
示
す
指
標
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
古
く
か
ら
認

識
さ
れ
許
容
さ
れ
て
い
た
（
４
）

。

公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
に
は
別
の
側
面
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
建
国
を
担
っ
て
き
た
人
々
の
価
値
観
の
保
全
と
し
て
の
側
面

で
あ
り
、
移
民
国
家
で
は
当
然
に
発
生
す
る
文
化
的
軋
轢
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て
、
移
民
を
ア
メ
リ
カ
社
会
に
同
化
さ
せ
る
手
段
だ
っ

た
。
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
価
値
観
の
下
で
の
国
民
統
合
（「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
事
実
上
の
公
定
（
５
）

」）
は
、
一
九
世
紀
ア
メ
リ

カ
の
公
立
学
校
制
度
を
通
貫
す
る
主
軸
で
あ
り
、
そ
れ
は
「（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
）
無
宗
派
主
義
」
と
呼
ば
れ
た
。
公
立
学
校
で
の
聖
書

朗
読
は
そ
れ
を
支
え
る
活
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

）
九
九
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

一
九
九

第
二
次
世
界
大
戦
後
で
も
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
文
化
を
主
要
な
前
提
と
し
て
お
り
、
冷
戦
期
に
反
宗
教
的
な
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
に
対
抗
す
る
点
で
も
信
仰
を
重
視
し
て
い
た
。
だ
が
そ
の
頃
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
価
値
観
だ
け
に
立
脚
す
る
の
で
は
な
く
、

カ
ト
リ
ッ
ク
や
ユ
ダ
ヤ
教
を
広
く
包
含
す
る
多
元
主
義
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
（
一
神
教
的
な
）
宗
教
多
元

主
義
が
定
着
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
公
立
学
校
か
ら
宗
教
的
活
動
が
消
え
て
い
っ
た
。
た
だ
そ
の
背
後
に
、
学
校
教
育
を
め
ぐ
る
一
〇
〇

年
以
上
に
わ
た
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
壮
絶
な
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
（
６
）

。

本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
制
度
の
発
足
と
定
着
、
そ
の
中
で
公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
的
価
値
観
を
基
盤
と
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
に
対
す
る
移
民
た
ち
の
反
発
、
同
化
の
手
段
と
し
て
の
聖
書
朗
読
が
も
た
ら
し
た
軋
轢
、

政
教
分
離
原
則
と
聖
書
朗
読
と
の
関
係
を
考
察
し
、
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
社
会
が
政
教
分
離
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
の
一

端
を
示
し
た
い
。

１
．
ア
メ
リ
カ
建
国
期
の
教
育

ａ
．
植
民
地
時
代
の
教
育

植
民
地
期
の
ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
た
多
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
産
階
級
の
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
読
み
書
き
や
計
算
の
能
力
に
は
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
（
７
）

。
植
民
地
の
商
業
が
発
展
し
て
イ
ギ
リ
ス
や
他
の
植
民
地
と
の
交
易
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
（
８
）

、
ま
た
男
性
に
選
挙
権
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
識
字
能
力
は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
初
等
教
育
が
盛
ん
に
な
っ
た
（
９
）

。
例
え
ば
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
は

一
六
四
七
年
に
義
務
教
育
法
を
制
定
し
て
、
タ
ウ
ン
に
学
校
の
設
立
を
義
務
付
け
て
い
た
（
10
）

。
植
民
地
で
の
教
育
は
、
実
用
的
な
知
識
の
提

供
と
と
も
に
、
聖
書
を
理
解
す
る
基
礎
を
子
供
た
ち
に
与
え
る
こ
と
で
社
会
を
野
蛮
さ
か
ら
守
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
11
）

。

）
九
九
一
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
〇
〇

北
部
植
民
地
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
共
同
体
建
設
の
た
め
に
は
教
育
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
知
的
遺
産
の
継
承
機
関
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
文
化
追
求
の
機
関
と
し
て
も
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
12
）

。
北
部
に
多
く
入
植
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
聖
書
中
心
主
義
に
立
つ
の

で
、
聖
書
に
関
す
る
知
識
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
前
提
と
な
る
識
字
能
力
を
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
に
も
教
育
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
っ

た
（
13
）

。
一
六
四
七
年
法
で
設
置
さ
れ
た
学
校
は
当
初
有
償
で
あ
っ
た
が
、
学
校
運
営
費
の
不
足
分
に
税
金
が
投
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
授
業
料
を
支
払
う
の
は
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る
家
庭
の
み
と
な
っ
て
い
っ
た
（
14
）

。
そ
し
て
、
一
八
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
学
校
運
営

費
や
教
師
の
給
与
の
大
半
が
公
費
で
賄
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
や
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
な

ど
で
は
、
こ
の
時
点
で
無
償
の
公
立
学
校
が
事
実
上
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
15
）

。

人
口
の
ま
ば
ら
な
南
部
で
は
学
校
は
設
立
さ
れ
ず
（
16
）

、
主
に
家
庭
が
教
育
を
担
っ
て
い
た
（
17
）

。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
な
ど
の

東
海
岸
中
部
で
も
、
植
民
地
政
府
の
関
与
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
18
）

。
東
海
岸
中
部
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
か
ら

移
民
が
入
植
し
た
の
で
、
北
部
や
南
部
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
系
移
民
と
い
う
言
語
的
に
も
社
会
的
に
も
均
一
な
集
団
で
植
民
地
が
構
成
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
19
）

。
そ
の
た
め
、
社
会
的
文
化
的
な
統
一
の
た
め
に
学
校
を
設
立
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
民
集

団
の
教
会
や
各
家
庭
が
教
育
を
担
当
し
た
（
20
）

。
東
海
岸
中
部
で
は
各
々
の
移
民
集
団
が
自
分
た
ち
の
文
化
を
子
供
た
ち
に
教
育
し
て
い
た
の

で
あ
り
、
こ
こ
が
イ
ギ
リ
ス
領
に
な
っ
て
か
ら
も
言
語
を
英
語
に
統
一
す
る
と
い
っ
た
同
化
政
策
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
（
21
）

。

ｂ
．
建
国
期
の
教
育

独
立
革
命
の
前
後
に
は
、
教
育
は
ア
メ
リ
カ
建
国
の
理
念
を
維
持
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
22
）

。
建
国
当
初
か
ら
（
大
規

模
国
家
で
の
持
続
可
能
性
な
ど
）
民
主
制
に
対
す
る
懸
念
が
あ
り
、
さ
ら
に
シ
ェ
イ
ズ
の
反
乱
（
一
七
八
六
年
（
23
））

や
ウ
ィ
ス
キ
ー
税
反
乱

）
九
九
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
〇
一

（
一
七
九
一
年
（
24
））

が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
そ
の
も
の
に
動
揺
を
与
え
て
い
た
が
、
建
国
の
父
た
ち
は
教
育
を
通
じ
て
自
由
と
秩
序
を
確
保
す
る

こ
と
で
克
服
し
よ
う
と
し
、
そ
の
実
現
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
聖
書
に
基
づ
く
道
徳
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
（
25
）

。
そ
の
た

め
、
ア
メ
リ
カ
建
国
期
で
も
教
育
は
宗
教
的
要
素
を
多
く
帯
び
、
内
容
も
教
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
（
26
）

。
合
衆
国
憲
法
に
政
教
分
離
原
則
が

明
記
さ
れ
た
後
も
公
定
教
会
制
を
続
け
る
州
は
あ
り
、
宗
教
学
校
へ
の
公
金
援
助
も
多
く
行
わ
れ
て
い
た
（
27
）

。

と
は
い
え
、
公
立
学
校
を
設
立
す
る
動
き
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
公
立
学
校
の
設
置
を
州
政
府
に
要
請
す
る
州
憲
法
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
28
）

。
し
か
し
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
公
立
学
校
制
度
の
設
立
を
何
度
か
提
案
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

州
議
会
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
人
々
が
教
育
の
た
め
の
新
た
な
課
税
や
学
校
教
育
制
度
と

い
っ
た
政
府
の
新
規
の
制
度
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
29
）

。
こ
う
し
た
懸
念
が
建
国
時
の
公
立
学
校
設
立
の
動

き
を
挫
く
も
の
と
な
っ
た
（
30
）

。
他
方
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
は
、
一
七
八
〇
年
代
に
は
全
州
に
無
償
の
小
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
一
七
九
五
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
ま
で
税
金
を
財
源
と
す
る
学
校
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
歳
未
満
の
子
ど
も
の
三
七
％

に
当
た
る
五
万
八
〇
〇
〇
人
が
通
学
し
て
い
た
が
、
教
育
の
た
め
の
新
た
な
課
税
に
対
す
る
不
評
か
ら
、
五
年
で
頓
挫
し
た
。
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
州
と
同
じ
く
、
共
和
政
府
は
教
育
に
介
入
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
31
）

。

ｃ
．
建
国
期
の
教
育
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
対
応

ア
メ
リ
カ
建
国
直
後
に
教
育
に
対
応
し
た
の
は
、
主
に
タ
ウ
ン
な
ど
地
方
政
府
で
あ
っ
た
。
合
衆
国
憲
法
に
は
連
邦
政
府
が
教
育
を
規

律
す
る
規
定
は
な
い
の
で
、
連
邦
政
府
は
教
育
に
は
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
32
）

。
だ
が
建
国
の
父
た
ち
と
同
様

に
、
連
邦
政
府
も
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
（
33
）

、
独
立
一
三
州
の
西
側
に
広
が
る
連
邦
領
で
の
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
建
設
と
そ

）
九
九
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
〇
二

の
際
の
土
地
売
却
に
関
す
る
一
七
八
五
年
の
公
有
地
条
令
（L

and O
rdinance of 1785

）
は
、
六
マ
イ
ル
四
方
の
区
画
を
三
六
に
区
分
し
、

そ
の
第
一
六
区
画
を
公
立
学
校
維
持
の
た
め
に
使
用
す
る
よ
う
規
定
し
て
い
た
（
34
）

。
一
七
八
七
年
七
月
に
制
定
し
た
北
西
部
条
令

（N
orthw

est O
rdinance of 1787

）
も
「
学
校
と
教
育
手
段
は
永
久
に
奨
励
さ
れ
る
」
と
規
定
し
（
35
）

、
現
在
の
ミ
シ
ガ
ン
州
や
オ
ハ
イ
オ
州
な

ど
に
該
当
す
る
北
西
部
領
土
（
36
）

の
開
拓
に
は
学
校
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
た
（
37
）

。
さ
ら
に
連
邦
政
府
は
、
新
し
い
州
が
連
邦
に
加

入
す
る
際
に
公
立
学
校
の
設
置
を
要
求
し
て
い
た
（
38
）

。
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
政
府
は
そ
の
管
理
す
る
土
地
の
提
供
を
通
じ
て
、
新
規
加
入
の

州
に
教
育
の
提
供
を
要
請
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
39
）

。

２
．
公
立
学
校
の
発
足
と
発
展

建
国
当
初
か
ら
、
連
邦
政
府
も
州
政
府
も
教
育
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
た
の
だ
が
、
一
九
世
紀
初
頭
の
教
育
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
以
外
で
は
、
主
に
家
庭
や
私
立
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
。
本
格
的
な
公
立
学
校
設
置
の
動
き
は
一
八
三
〇
年
代
に
始
ま
る
。
こ
の
時

期
に
ア
メ
リ
カ
の
都
市
化
と
工
業
化
が
進
み
、
資
本
主
義
の
発
展
が
人
々
の
識
字
と
計
算
の
能
力
の
向
上
を
要
求
し
た
。
都
市
へ
の
人
口

の
集
中
は
商
業
と
出
版
を
発
展
さ
せ
た
が
、
商
業
に
は
計
算
能
力
が
、
出
版
に
は
読
み
書
き
の
能
力
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
40
）

。
こ
う

し
た
労
働
者
の
育
成
と
い
う
産
業
界
か
ら
の
要
望
は
公
立
学
校
推
進
の
原
動
力
と
な
っ
た
（
41
）

。
他
方
、
都
市
化
は
犯
罪
件
数
を
増
加
さ
せ
た

の
で
、
そ
の
抑
止
の
た
め
の
道
徳
教
育
も
公
立
学
校
の
使
命
と
な
っ
た
（
42
）

。
公
立
学
校
は
、
共
通
の
言
語
で
あ
る
英
語
や
社
会
道
徳
、
初
等

教
育
の
機
会
均
等
を
提
供
し
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
で
生
活
を
送
る
た
め
の
経
済
的
諸
条
件
を
子
供
た
ち
が
習
得
す
る
機
関
と
理
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
43
）

。

公
立
学
校
は
ま
た
、
商
人
層
や
中
産
階
級
の
実
用
的
価
値
観
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
多
元
主
義
や
科
学
技
術
、
経
済
的
職

）
九
九
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
〇
三

業
的
実
用
主
義
が
教
育
の
内
容
と
な
っ
て
い
っ
た
（
44
）

。
こ
う
し
た
世
俗
的
な
実
用
主
義
的
価
値
観
の
普
及
が
公
立
学
校
で
の
宗
教
的
教
義
教

育
の
比
重
を
低
下
さ
せ
た
と
も
い
わ
れ
る
（
45
）

。
さ
ら
に
公
立
学
校
は
、
資
本
家
な
ど
の
富
裕
層
が
勤
勉
な
労
働
者
を
養
成
す
る
の
に
必
要
な

存
在
で
あ
り
、
勤
勉
者
の
育
成
を
通
じ
た
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
46
）

。
他
方
で
、
労
働
者
側
も
公
立

学
校
の
設
立
を
要
請
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
経
済
的
政
治
的
搾
取
か
ら
労
働
者
を
守
る
た
め
に
は
、
読
み
書
き
計
算
と
い
っ
た
初
等
教
育

が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
く
要
請
で
あ
っ
た
（
47
）

。

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
と
は
、
善
良
な
社
会
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
人
道
主
義
、
社
会
に
お
け
る
政
治
的
地
位
の
向
上
を
求
め

る
労
働
者
の
願
望
、
適
正
な
労
働
者
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
経
営
者
・
資
本
家
た
ち
の
期
待
、
経
済
的
社
会
的
特
権
の
維
持
を
求
め
る
富

裕
層
の
願
望
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
価
値
観
や
社
会
文
化
の
保
持
を
求
め
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
人
た
ち
の
期
待
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

た
結
果
の
産
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
48
）

。
ア
メ
リ
カ
の
経
済
発
展
が
も
た
ら
し
た
都
市
化
の
進
展
、
工
業
化
社
会
の
到
来
、
農
村
の
衰
退
な

ど
が
与
え
る
共
和
制
へ
の
不
安
が
公
立
学
校
の
設
置
を
推
進
す
る
要
因
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
49
）

。
民
主
制
が
対
峙
す
る
難
し
い
問
題
を
解
決

す
る
の
に
は
教
育
の
力
が
必
要
だ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
国
民
の
堅
固
な
信
念
も
、
公
立
学
校
制
度
の
発
展
に
寄
与
し
た
（
50
）

。
さ
ら
に
「
共
和
国

の
共
通
の
文
化
」
を
作
り
上
げ
る
必
要
性
や
（
51
）

、
教
育
の
機
会
均
等
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
価
値
観
と
文
化
の
保
持
、
ア
メ
リ
カ
文
化
で

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
優
位
性
の
確
保
も
、
公
立
学
校
設
立
の
目
的
で
あ
っ
た
（
52
）

。

教
育
は
州
の
管
轄
で
あ
り
（
53
）

、
学
校
教
育
の
具
体
的
内
容
は
、
タ
ウ
ン
な
ど
地
方
政
府
が
そ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
決
定
し
て
い

た
（
54
）

。し
か
し
、
公
立
学
校
の
設
立
は
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
公
立
学
校
を
維
持
す
る
た
め
の
課
税
に
反
対
す
る
人
は
少

な
く
な
く
、
子
供
が
い
な
い
、
す
で
に
十
分
な
教
育
を
受
け
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
公
立
学
校
を
必
要
と
し
な
い
人
に
ま
で
課
税
を
す
る

）
九
九
一
一
（
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二
〇
四

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
（
55
）

。
さ
ら
に
、
無
償
の
公
立
学
校
の
存
在
自
体
が
、
自
助
自
立
を
本
旨
と
す
る
ア
メ
リ
カ

の
個
人
主
義
と
矛
盾
す
る
と
も
考
え
ら
れ
た
（
56
）

。
だ
が
、
こ
う
し
た
懸
念
や
反
対
は
、
一
八
三
〇
年
代
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
移
民
が
多
く
ア
メ

リ
カ
に
流
入
し
た
こ
と
に
よ
り
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
移
民
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
で
あ
っ
て
も
先
住
の
白
人
と
は
経
済
的
文

化
的
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
同
一
性
を
揺
る
が
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
英
語
と
い
う
共
通
言
語
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
的
な
共
通
道
徳
を
子
供
た
ち
に
教
育
す
る
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
社
会
は
そ
の
一
体
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
公
立
学
校
は
、
移
民
の
子

供
た
ち
を
ア
メ
リ
カ
社
会
に
同
化
さ
せ
る
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
57
）

。

３
．
公
立
学
校
で
の
無
宗
派
主
義

一
九
世
紀
初
頭
の
初
等
教
育
を
担
っ
た
私
立
学
校
は
、
公
立
学
校
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
徐
々
に
勢
い
を
失
っ
て
い
っ
た
（
58
）

。
公

立
学
校
が
普
及
す
る
一
八
三
〇
年
代
は
、
各
州
に
お
い
て
政
教
分
離
制
が
確
立
し
た
時
期
（
59
）

で
も
あ
り
、
公
立
学
校
で
特
定
宗
派
の
教
義
の

教
育
を
禁
止
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
（
60
）

。
新
興
の
公
立
学
校
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
ア
メ
リ
カ
社
会
の
価
値
観
の
教
育
を
主
眼
と

し
て
い
た
の
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
に
共
通
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に
基
づ
い
た
道
徳
教
育
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
民
主
政
に

不
可
欠
な
国
民
の
一
体
性
は
、
宗
派
教
育
で
は
実
現
不
能
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
た
（
61
）

。
そ
れ
ゆ
え
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
共
通
す
る
キ
リ

ス
ト
教
の
教
え
」
で
あ
る
「
無
宗
派
主
義
（non-sectarianism
）」
が
作
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
62
）

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、

一
六
一
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
編
纂
さ
れ
た
欽
定
聖
書
（K

ing Jam
es V

ersion

）
の
朗
読
が
行
わ
れ
る
限
り
、
無
宗
派
主
義
は
受
け
容
れ
可

能
な
も
の
で
あ
っ
た
（
63
）

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
違
い
を
超
え
、
ア
メ
リ
カ
教
の
萌
芽
を
生
み
出
し
た
第
二
次
信
仰
復
興
運
動
の
影
響
を

受
け
つ
つ
（
64
）

、
こ
の
無
宗
派
主
義
の
推
進
に
尽
力
し
た
ホ
ー
レ
ス
・
マ
ン
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
教
育
長
）
は
、
宗
派
的
な
解
説
な
し
に
聖

）
九
九
一
一
（
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（
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二
〇
五

書
の
内
容
を
把
握
さ
せ
る
こ
と
が
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
共
通
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
」
を
形
成
す
る
の
に
不
可
欠
だ
と
説
い
た
（
65
）

。
要

す
る
に
聖
書
の
素
読
が
無
宗
派
主
義
の
中
核
な
の
で
あ
り
（
66
）

、
そ
れ
は
公
立
学
校
で
の
重
要
な
行
事
と
な
っ
て
い
っ
た
（
67
）

。

無
宗
派
主
義
の
下
、
公
立
学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち
は
政
治
的
宗
教
的
問
題
に
つ
い
て
自
主
的
に
判
断
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
宗
教
問
題
で
自
主
的
に
判
断
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
信
仰
に
関
す
る
自
己
決
定
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
特
質
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

聖
書
の
内
容
を
自
ら
理
解
す
る
こ
と
で
醸
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
聖
書
を
素
読
す
る
意
義
と
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
68
）

。
批
判
的
思
考
も

公
教
育
で
要
請
さ
れ
る
べ
き
能
力
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
宗
派
教
義
を
中
心
と
す
る
教
育
で
は
達
成
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
（
69
）

。無
宗
派
主
義
に
立
脚
す
る
こ
と
で
、
州
や
地
方
の
政
府
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
教
義
論
争
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に

各
教
会
が
自
主
的
に
発
展
す
る
の
を
促
す
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
共
有
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
的
価
値
観
を
公
立
学
校
を
通
じ
て
支

持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
70
）

。

無
宗
派
主
義
は
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
間
の
調
和
を
念
頭
に
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
カ
ト

リ
ッ
ク
移
民
の
大
量
流
入
で
あ
っ
た
（
71
）

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
価
値
観
の
ア
メ
リ
カ
社
会
で
の
優
位
性
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
意
向
が
無

宗
派
主
義
の
形
成
を
い
っ
そ
う
促
し
た
の
で
あ
る
（
72
）

。
先
住
の
白
人
た
ち
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
価
値
観
を
共
和
主
義
や
経
済
発
展
、
高
潔

な
道
徳
観
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
中
核
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
73
）

。
も
っ
と
も
、
二
〇
世
紀
に
な
る
ま
で
聖
書
朗

読
を
法
律
で
義
務
づ
け
て
い
た
の
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
だ
け
で
あ
り
（
一
八
二
六
年
制
定
）、
他
の
州
は
、
こ
れ
を
植
民
地
時
代
か
ら

の
伝
統
的
慣
行
と
考
え
て
い
た
（
74
）

。

無
宗
派
主
義
に
立
脚
す
る
公
立
学
校
制
度
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
全
国
化
し
て
い
く
（
75
）

。
た
だ
、
例
え
ば
一
九
世
紀
の
教
科
書
の
第
一

）
九
九
一
一
（
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六

の
目
的
が
子
供
に
国
家
へ
の
忠
誠
を
植
え
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
、
国
家
へ
の
忠
誠
が
他
へ
の
あ
ら
ゆ
る
忠
誠
に
勝
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
す
文
章
が
多
く
教
科
書
に
記
さ
れ
て
い
た
（
76
）

。
こ
の
よ
う
に
宗
教
色
の
薄
い
公
立
学
校
制
度
に
対
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
保
守
派

は
当
初
反
対
し
て
い
た
が
（
77
）

、
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
移
民
に
対
抗
す
る
必
要
か
ら
、
一
八
七
〇
年
頃
に
は
公
立
学
校
制

度
が
最
良
で
あ
り
、
宗
派
教
育
は
公
立
学
校
で
は
許
さ
れ
な
い
が
一
般
的
な
宗
教
教
育
は
公
立
学
校
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
の
認
識

で
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
78
）

。

公
立
学
校
制
度
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
定
着
す
る
一
方
で
、
各
教
会
に
よ
る
宗
派
教
育
は
残
存
し
た
。
宗
派
教
育
に
対
す
る
州
政
府
の
支

援
禁
止
は
、
す
で
に
一
九
世
紀
前
半
に
は
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
行
動
指
針
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
（
79
）

。
一
八
七
〇
年
代
か
ら

一
八
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
公
費
援
助
禁
止
は
厳
格
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
一
九
世
紀
末
に
宗
教
系
私
立
学
校
に
対
す
る
公
費
援
助

を
認
め
る
州
は
皆
無
に
な
っ
て
い
た
（
80
）

。

一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
公
立
学
校
を
通
じ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
共
通
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
「
ア
メ
リ
カ
主
義
」
と

し
て
す
べ
て
の
国
民
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
81
）

。
つ
ま
り
、
教
育
を
通
じ
た
善
良
な
愛
国
的
な
市
民
の

育
成
（
こ
の
よ
う
な
道
徳
観
を
持
つ
市
民
が
社
会
に
責
任
を
負
う
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
市
民
の
増
加
は
政
治
体
制
の
安
定
化
に
寄
与
す
る
と
理
解
さ
れ

て
い
た
）
と
そ
れ
に
よ
る
貧
困
と
犯
罪
の
撲
滅
の
手
段
と
し
て
公
立
学
校
は
期
待
さ
れ
た
で
あ
り
（
82
）

、
そ
の
た
め
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に

共
通
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に
基
づ
く
道
徳
教
育
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

無
宗
派
主
義
と
は
い
い
な
が
ら
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
共
通
す
る
教
え
を
基
盤
と
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
価
値
観
と

は
相
い
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
公
立
学
校
で
無
宗
派
主
義
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
否
定
す

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
（
83
）

。
結
局
の
と
こ
ろ
無
宗
派
主
義
と
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら

）
九
九
一
一
（
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二
〇
七

作
り
出
さ
れ
た
偏
狭
な
概
念
な
の
で
あ
り
（
84
）

、
そ
の
背
景
に
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感
情
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
（
85
）

。

４
．
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
大
量
移
民

植
民
地
時
代
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
反
カ
ト
リ
ッ
ク
政
策
の
影
響
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
い
た
し
（
86
）

、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
厳
し
い
制
約
を
課
し
て
い
た
（
87
）

。
一
八
世
紀
初
頭
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
宗
教
的
自
由
と
市
民
の
権
利
を
享
受

で
き
た
の
は
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
と
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
植
民
地
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
的
自
由
は
認
め
ら
れ

ず
、
ま
た
彼
ら
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
維
持
す
る
た
め
の
教
会
税
を
徴
収
さ
れ
て
い
た
（
88
）

。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感
情
は
、
歴
史
的
由
来
、
公
定
教
会
制
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
優
遇
法
令
、
あ
る
い
は
教
皇
と
い
う

「
外
国
君
主
」
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
に
対
す
る
反
感
な
ど
に
基
づ
く
（
89
）

。
独
立
後
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
派
と
平
等
に
扱
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
州
は
州
憲
法
や
州
法
で
カ
ト
リ
ッ
ク

を
差
別
し
て
い
た
。

他
方
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
が
カ
ト
リ
ッ
ク
排
除
を
非
難
し
た
命
令
を
発
し
た
こ
と
（
90
）

な
ど
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
寛
容
の
機
運
は

高
ま
っ
た
。
一
九
世
紀
初
頭
の
信
教
の
自
由
化
や
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大
統
領
の
自
由
主
義
的
な
思
想
の
影
響
に
よ
り
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感

情
は
下
火
に
な
り
、
差
別
的
法
律
も
徐
々
に
廃
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
91
）

。
そ
も
そ
も
、
建
国
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
人
口
は
三
万
人

ほ
ど
で
あ
り
、
当
時
の
人
口
の
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
（
92
）

、
大
き
な
社
会
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
一
八
三
〇
年
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
偏
見
は
強
ま
っ
て
い
く
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
移
民
の
急
増
（
93
）

に
よ
り
、
民
主
制
が
危
機
的
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
と
、
西
部
へ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
増
大
に
対
す
る
懸
念
が
そ
の
主
な
原
因
で
あ
る
（
94
）

。
こ
の
時
期
に
移
民

）
九
九
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二
〇
八

が
多
く
到
来
し
た
理
由
の
一
つ
が
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
工
業
化
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
都
市
化
を
促
し
、
ア
メ
リ
カ
を
農
村
社
会
か

ら
都
市
社
会
へ
と
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
（
95
）

。

こ
の
時
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
移
民
の
多
く
が
ド
イ
ツ
系
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
で
あ
っ
た
（
96
）

。
も
と
も
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
一
六
世
紀
か
ら
事

実
上
の
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
主
な
栄
養
源
と
す
る
よ
う
な
苦
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た

が
（
97
）

、
一
八
〇
一
年
の
併
合
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
が
強
ま
る
に
つ
れ
、
彼
ら
の
生
活
水
準
は
著
し
く
低
下
し
（
98
）

、
そ
の
一
部
は
ア
メ
リ
カ

に
移
民
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
移
民
の
数
が
急
増
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

発
生
す
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
で
あ
っ
た
（
99
）

。
一
八
四
五
年
に
南
米
で
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
疫
病
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に

蔓
延
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
飢
饉
を
逃
れ
る
た
め
に
一
八
五
五
年
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
者
は
約

一
五
〇
万
人
に
上
る
と
い
わ
れ
る
（
100
）

。
彼
ら
の
多
く
は
着
の
身
着
の
ま
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
上
陸
し
、
そ
の
ま
ま
病
院
や
救
貧
院
な
ど
の
福
祉

施
設
に
収
容
さ
れ
た
（
101
）

。
貧
困
の
移
民
の
大
量
流
入
に
加
え
、
衰
弱
し
た
移
民
の
救
済
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、
ア
メ

リ
カ
人
た
ち
は
不
満
を
募
ら
せ
、
移
民
排
斥
の
感
情
を
醸
成
し
て
い
っ
た
（
102
）

。
ド
イ
ツ
系
の
移
民
は
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
ユ

ダ
ヤ
教
徒
な
ど
様
々
な
信
仰
を
も
つ
者
で
あ
っ
た
が
、
英
語
が
不
自
由
と
い
う
重
大
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
（
103
）

。

カ
ト
リ
ッ
ク
が
ア
メ
リ
カ
の
価
値
観
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
理
解
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が
先
住
の
ア
メ
リ
カ
白
人
と

は
異
な
る
移
民
で
あ
り
（
104
）

、
都
市
に
居
住
し
、
貧
困
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
移
民
の
特

徴
は
、
農
村
部
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
価
値
観
と
は
親
和
的
で
は
な
く
、
都
市
の
拡
大
、
貧
困
層
の
増

加
が
こ
の
従
来
の
価
値
観
の
脅
威
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
105
）

。

ア
メ
リ
カ
の
経
済
発
展
は
南
北
戦
争
後
に
は
さ
ら
に
進
み
、
そ
れ
が
い
っ
そ
う
移
民
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
移
民
た
ち
の
多

）
九
九
一
一
（
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二
〇
九

く
が
工
場
労
働
者
と
な
り
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
都
市
化
を
促
し
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
大
幅
な
変
容
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
（
106
）

。
そ
れ
ゆ

え
、
移
民
の
統
制
が
喫
緊
の
政
治
課
題
と
な
っ
た
（
107
）

。

こ
の
時
期
の
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
は
、
民
主
制
が
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
義
に
見
ら
れ
る
）
絶
対
主
義
と
相
容
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
ロ
ー
マ

教
皇
の
権
力
が
ア
メ
リ
カ
政
府
の
民
主
的
権
力
と
矛
盾
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
108
）

。
権
力
が
教
皇
と
い
う

一
人
の
者
の
手
中
に
あ
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
に
と
っ
て
は
特
に
問
題
で
あ
っ
た
（
109
）

。
一
八
四
〇
年
代
に
移
民
と
し
て
多
く
到
来
し

た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
、
教
皇
の
手
先
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
110
）

。
教
皇
ピ
ウ
ス
九
世
は
ま
た
、
信
教
の
自
由
や
政
教
分
離
を
否
定

す
る
発
言
を
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
批
判
を
煽
る
も
の
に
も
な
っ
た
（
111
）

。
さ
ら
に
は
、
一
八
七
〇
年
の
イ
タ
リ

ア
統
一
に
よ
り
領
地
が
大
幅
に
削
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
教
皇
庁
を
ア
メ
リ
カ
へ
移
設
し
よ
う
と
い
う
う
わ
さ
が
広
が
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ

の
反
発
を
い
っ
そ
う
強
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
（
112
）

。

カ
ト
リ
ッ
ク
移
民
の
主
流
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
か
ら
中
南
米
系
に
移
る
と
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
に
人
種
差
別
的
な
要
素
が
加
わ
る
よ
う
に

な
る
（
113
）

。
移
民
問
題
は
現
在
に
至
る
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
深
刻
な
社
会
問
題
で
あ
り
、
移
民
に
対
す
る
反
感
は
い
ま
だ
払
し
ょ
く
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
（
114
）

。５
．
公
立
学
校
の
無
宗
派
主
義
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
反
対

一
八
三
〇
年
ご
ろ
か
ら
の
カ
ト
リ
ッ
ク
移
民
の
増
加
に
伴
い
、
公
立
学
校
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
問
題
が
顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新

た
に
ア
メ
リ
カ
に
や
っ
て
き
た
移
民
た
ち
を
ア
メ
リ
カ
社
会
に
同
化
さ
せ
る
た
め
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
児
童
生
徒
の
公

立
学
校
通
学
を
望
ん
で
い
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
公
立
学
校
で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
道
徳
教
育
に
反
発
し
て
い
た
。
公
立
学
校
で
は
プ

）
九
九
一
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二
一
〇

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
無
宗
派
主
義
に
立
脚
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
115
）

。

カ
ト
リ
ッ
ク
は
ま
ず
、
欽
定
聖
書
の
使
用
を
拒
否
し
た
（
116
）

。
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
解
説
な
し
の
聖
書
朗
読
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

式
で
あ
り
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
聖
書
は
教
会
の
教
え
を
通
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
り
、

解
説
な
し
の
聖
書
朗
読
は
聖
書
理
解
を
誤
ら
せ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
（
117
）

。
そ
の
た
め
、
大
半
の
公
立
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
賛
美
歌
斉

唱
、
祈
禱
、
聖
書
朗
読
に
反
対
し
た
（
118
）

。
教
皇
ピ
ウ
ス
九
世
も
公
立
学
校
制
度
を
批
判
し
て
い
た
（
119
）

。

公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
に
反
対
す
る
こ
と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
政
府
の
強
制
か
ら
自
ら
の
信
教
の
自
由
を
守
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
信
教
の
自
由
を
人
権
保
障
の
中
核
の
一
つ
と
す
る
ア
メ
リ
カ
人
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
公
立
学
校
へ
の
通

学
を
強
い
る
と
い
う
公
的
な
強
制
を
課
す
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
そ
れ
を
強
制
し
た
（
120
）

。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
無
宗
派
主
義
に
対
す
る
反
対
は
自
分
た
ち
の
い
う
「
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
理
念
」
の
教
育
の
拒

否
と
み
な
し
た
（
121
）

。
公
立
学
校
で
の
聖
書
使
用
へ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
反
対
は
、
公
立
学
校
制
度
そ
の
も
の
へ
の
反
対
と
理
解
さ
れ
、
政
治
的

争
点
に
も
な
っ
て
い
っ
た
（
122
）

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
過
激
派
は
、
大
量
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
移
民
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
結
託
し
て
、
ア
メ
リ
カ

共
和
政
体
を
覆
そ
う
と
し
て
い
る
主
張
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
排
斥
を
煽
っ
た
。
教
皇
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
目
的
は
、
政
治
的
に
ア
メ
リ
カ

を
乗
っ
取
る
こ
と
だ
と
い
う
論
調
も
登
場
し
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
団
結
し
て
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
も
主
張
さ
れ
た
（
123
）

。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
無
宗
派
主
義
へ
の
反
対
は
宗
教
に
つ
い
て
の
自
立
心
の
育
成
に
対
す
る
反
対
と
み
な
さ
れ
、
カ
ト

リ
ッ
ク
は
人
々
の
信
仰
に
関
す
る
選
択
の
自
由
と
共
和
制
に
反
対
す
る
者
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
（
124
）

。
南
北
戦
争
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
最

大
の
関
心
が
奴
隷
制
に
移
っ
た
の
で
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
運
動
は
一
時
的
に
下
火
に
な
っ
た
が
、
南
北
戦
争
後
に
は
再
燃
し
た
（
125
）

。
教
皇
に
権

威
が
集
中
し
、
信
者
の
信
仰
に
関
す
る
選
択
が
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
の
民
主
制
と
矛
盾
す
る
と
い
う
批
判
が
、
繰
り
返
さ

）
九
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二
一
一

れ
た
の
で
あ
る
（
126
）

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
公
立
学
校
は
無
宗
派
で
あ
る
が
ゆ
え
に
信
教
の
自
由
に
は
反
せ
ず
、
ま
た
無
宗
派
的
な
公
立
学

校
の
維
持
の
た
め
の
徴
税
も
信
教
の
自
由
に
違
反
し
な
い
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
価
値
観
の
強
制
を
正
当
化
し
て
（
127
）

、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
人
権
に
関
わ
る
問
い
に
答
え
て
い
た
。

公
立
学
校
に
通
う
カ
ト
リ
ッ
ク
の
児
童
生
徒
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
教
育
を
強
制
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
は

独
自
の
私
立
学
校
（
教
区
学
校
）
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
子
供
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
師
の
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
考
え
に
よ
る
授

業
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
良
心
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
教
区
学
校
の
設
立
を
促
し
た
。
さ
ら
に
、

公
立
学
校
で
は
適
切
な
宗
教
教
育
を
施
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
も
感
じ
て
い
た
（
教
会
の
日
曜
学
校
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
（
128
））。

最
初
の
教
区

学
校
は
、
一
七
八
二
年
に
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
で
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
本
格
的
発
展
は
カ
ト
リ
ッ
ク
移
民
が
大
量
に
流
入
す
る
一
八
三
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
教
区
学
校
が
設
立
さ
れ
た
（
129
）

。
一
八
四
〇
年
ま
で
に
は
二
〇
〇
の
教
区

学
校
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
大
半
が
中
西
部
で
あ
っ
た
（
130
）

。

一
八
四
〇
年
の
第
四
回
管
区
教
会
会
議
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
子
供
た
ち
が
公
立
学
校
で
欽
定
聖
書
を
使
用
し
な
い
こ
と
、
公
立
学
校
で

カ
ト
リ
ッ
ク
儀
式
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
（
131
）

、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
公
立
学
校
に
組
織
的
に
対
抗
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
教
区
学
校
に
対
す
る
公
費
援
助
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
数
の
増
加
が
カ
ト
リ
ッ
ク
指
導
者
の
政
治
的
発
言
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
（
132
）

、
彼
ら
は
州
議
会
に
教
区
学
校
へ
の

公
的
支
援
を
求
め
、
あ
る
い
は
公
立
学
校
の
脱
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化
を
要
求
し
、
一
部
で
そ
れ
は
成
功
し
た
。
聖
書
に
関
し
て
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
最
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
多
い
地
区
の
公
立
学
校
で
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
書
（D

ouay-R
heim

s V
ersion

）
が
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
（
133
）

。
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
一
八
八
〇
年
ま
で
に
公
立
学
校
で
聖
書
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
（
134
）

。
一
八
八
〇
年
代
に
は
、

）
九
九
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
一
二

公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
は
形
式
的
行
事
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
（
135
）

。

こ
う
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
攻
勢
に
対
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
多
く
が
ア
メ
リ
カ
で
の
文
化
的
宗
教
的
優
位
性
に
対
す
る
挑
戦
と
感

じ
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
136
）

。
政
府
の
教
育
予
算
を
カ
ト
リ
ッ
ク
を
含
む
す
べ
て
の
宗
派
に
分
配
す
る
こ
と
は
、
予
算
獲
得
を
巡
る
宗
派

間
の
争
い
を
生
む
こ
と
に
な
る
と
い
う
懸
念
も
あ
っ
た
（
137
）

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
宗
教
系
私
立
学
校
に
対
す
る
公
的
助
成
の
禁
止
と
公
立

学
校
で
の
宗
教
教
育
の
禁
止
を
規
定
す
る
連
邦
憲
法
改
正
案
（
ブ
レ
イ
ン
改
正
案
（
138
））

が
一
八
七
五
年
に
連
邦
議
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
一
八
九
〇
年
ま
で
に
は
二
九
州
で
公
金
支
出
禁
止
の
州
憲
法
規
定
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
（
139
）

。
現
在
、
政
教
分
離
の
一
内
容
と
理
解
さ

れ
る
宗
教
系
私
立
学
校
に
対
す
る
公
的
助
成
禁
止
（
140
）

と
公
立
学
校
で
の
宗
教
教
育
の
禁
止
に
は
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
起
源
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
（
141
）

。
な
お
宗
教
系
私
立
学
校
に
対
す
る
公
的
助
成
禁
止
と
公
立
学
校
で
の
宗
教
教
育
の
禁
止
に
関
す
る
規
定
は
、
公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
た
（
142
）

。
こ
う
し
た
理
解
は
、
要
す
る
に
、
無
宗
派
主
義
的
な
政
教
分
離
観
の
制
度
化
、
憲
法

化
を
意
味
し
た
の
で
あ
り
（
143
）

、
後
の
世
代
の
多
数
派
が
容
易
に
変
更
で
き
な
い
よ
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
優
先
の
価
値
観
を
固
定
化
す
る
意
味

を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
144
）

。

６
．
国
民
統
合
の
手
段
と
し
て
の
「
聖
書
朗
読
」

前
述
の
よ
う
に
、
公
立
学
校
の
中
心
的
な
課
題
の
一
つ
が
、
多
様
な
移
民
の
子
供
た
ち
を
ア
メ
リ
カ
社
会
に
同
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
共
和
制
は
共
通
の
文
化
を
基
盤
に
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
社
会
の
文
化
に
同
化
さ
せ
る
役
割
が
公
立
学
校
に
求

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
145
）

。
ま
た
、
善
良
な
市
民
の
育
成
と
い
う
点
か
ら
道
徳
教
育
は
重
視
さ
れ
て
お
り
（
146
）

、
そ
れ
は
欽
定
聖
書
を
毎
朝
公
立
学

）
九
九
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
一
三

校
で
朗
読
す
る
こ
と
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
（
147
）

。
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
価
値
観
に
な
じ
む
こ
と
こ
そ
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
同
化
の

最
善
の
手
段
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
以
外
の
者
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
価
値
観
に
基
づ
く
道

徳
を
押
し
付
け
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
は
あ
ま
り
に
深
く
ア
メ
リ
カ
文
化
に
根
を
下
ろ
し
て
い
た
の
で
、
多
く
の

人
た
ち
は
、
そ
の
価
値
観
を
拒
む
宗
教
少
数
派
の
主
張
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
148
）

。
公
立
学
校
は
、
無
宗
派
主
義
の
下
で
国
民
共

通
の
価
値
観
に
相
当
す
る
も
の
を
教
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
が
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
る
と
の

自
己
認
識
の
形
成
に
決
定
的
に
重
要
だ
っ
た
（
149
）

。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
に
聖
書
朗
読
を
法
律
で
義
務
付
け
て
い
た
の
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
だ
け
で
あ
り
（
150
）

、
他
州
は
こ

れ
を
植
民
地
時
代
か
ら
の
伝
統
的
慣
行
と
考
え
て
地
方
政
府
の
判
断
に
任
せ
て
い
た
（
151
）

。
だ
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
政
治
力
の
伸
長
や
進

化
論
や
唯
物
論
、
政
教
分
離
観
の
深
化
と
普
及
（
152
）

な
ど
か
ら
聖
書
を
公
立
学
校
か
ら
取
り
去
る
動
き
が
活
発
に
な
る
の
に
対
し
て
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
価
値
観
の
固
定
化
の
た
め
に
公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
の
義
務
化
を
求
め
る
要
望
が
強
ま
っ
た
（
153
）

。
も
っ
と
も
、
こ
の
義
務
化
が

具
体
的
に
法
律
に
な
る
の
は
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
（
154
）

。
実
際
、
一
九
三
〇
年
の
時
点
で
全
三
二
州
の
う
ち
二
〇
州
で
聖
書
朗
読

を
義
務
付
け
る
か
容
認
し
て
い
た
（
155
）

。
た
だ
、
朗
読
を
容
認
す
る
州
の
す
べ
て
で
実
際
に
朗
読
が
励
行
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
（
156
）

、
法
律

に
よ
る
義
務
付
け
が
公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
を
固
定
化
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
と
い
わ
れ
て
い
る
（
157
）

。

二
〇
世
紀
に
公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
を
求
め
る
法
律
が
多
く
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
に
第
一
次
世
界
大
戦
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
す
る
際
、
ア
メ
リ
カ
は
再
び
徴
兵
制
を
導
入
し
（
158
）

、
多
く
の
国
民
を
軍
隊
に
編
入
し
た
が
、

そ
の
際
従
来
の
ア
メ
リ
カ
文
化
を
よ
く
知
ら
な
い
者
が
多
い
こ
と
を
認
識
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
大
半
が
移
民
か
初
等
教
育
を
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
で
受
け
て
き
た
者
で
あ
り
、
愛
国
的
な
精
神
が
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
159
）

。
ア
メ
リ
カ
の
価
値
観
を
大
き
く
動
揺
さ
せ
た
と
い
う

）
九
九
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
一
四

点
で
は
、
ロ
シ
ア
革
命
も
同
化
へ
の
要
請
を
後
押
し
す
る
一
因
に
な
っ
た
（
160
）

。
一
九
一
〇
年
代
以
降
も
ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
は
移
民
の
ア

メ
リ
カ
的
価
値
観
へ
の
同
化
を
そ
の
重
要
な
役
割
と
し
て
い
た
の
で
（
161
）

、
聖
書
朗
読
は
強
く
求
め
ら
れ
た
。

７
．「
聖
書
朗
読
」
を
め
ぐ
る
判
例

こ
の
よ
う
に
公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
価
値
観
の
定
着
を
目
的
に
そ
う
し
た
価
値
観
を
基
底
と
す
る
ア
メ

リ
カ
社
会
に
移
民
た
ち
を
同
化
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
認
識
は
、「
聖
書
朗
読
」
を

め
ぐ
る
裁
判
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。

公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
に
関
す
る
最
初
の
判
決
で
あ
るD

onahoe

対R
ichards

判
決
（
162
）

（
一
八
五
四
年
）
で
は
、
メ
イ
ン
州
の
公
立
学

校
で
欽
定
聖
書
の
朗
読
を
拒
ん
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
生
徒
を
放
校
に
し
た
教
育
委
員
会
の
処
分
の
是
非
が
争
わ
れ
た
。
州
最
高
裁
は
、
学
校

は
読
書
用
教
材
と
し
て
聖
書
を
利
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
信
じ
る
よ
う
生
徒
た
ち
に
要
求
し
て
い
な
い
こ
と
、
公
立
学
校
で

は
道
徳
教
育
が
法
律
上
求
め
ら
れ
て
い
る
が
聖
書
の
内
容
は
道
徳
の
指
導
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
当
該
生
徒
は
カ
ト
リ
ッ
ク
版

聖
書
の
使
用
を
求
め
て
い
る
が
、
内
容
面
で
は
欽
定
聖
書
と
違
い
が
な
い
の
で
ど
の
版
の
聖
書
を
使
用
す
る
の
か
は
教
育
委
員
会
の
裁
量
、

ひ
い
て
は
そ
の
地
域
の
人
々
の
意
思
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
、
読
書
用
教
材
の
選
定
は
信
教
の
自
由
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
信

仰
を
理
由
に
聖
書
を
使
用
す
る
授
業
か
ら
の
退
席
を
認
め
る
こ
と
は
、
信
仰
を
口
実
に
生
徒
が
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
介
入
す
る
こ
と

を
許
す
こ
と
に
な
る
こ
と
、
信
仰
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
は
法
的
義
務
を
拒
否
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、
生
徒
の
主

張
を
退
け
た
。
同
様
の
見
解
は
一
八
五
九
年
のC

om
m
onw
ealth

対C
ooke

判
決
（
163
）

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

の
公
立
学
校
で
欽
定
聖
書
記
載
の
十
戒
の
朗
読
を
拒
否
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
生
徒
の
手
を
三
〇
分
も
木
の
棒
で
た
た
き
続
け
た
教
師
を
暴

）
九
九
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
一
五

行
罪
で
起
訴
し
た
事
件
で
あ
り
、
ボ
ス
ト
ン
市
警
察
裁
判
所
は
、
聖
書
朗
読
は
信
教
の
自
由
を
侵
害
せ
ず
、
ま
た
授
業
で
カ
ト
リ
ッ
ク
版

聖
書
の
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
は
他
の
生
徒
の
要
望
を
受
け
入
れ
る
事
態
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
、
く
わ
え
て
そ
の
使
用
の
許
可
は
特
定

の
信
仰
の
優
遇
に
な
り
か
ね
な
い
と
説
示
し
て
、
当
該
教
師
に
は
生
徒
を
懲
罰
す
る
権
限
が
あ
る
の
で
無
罪
と
判
決
し
た
。

し
か
し
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
粘
り
強
い
抵
抗
が
功
を
奏
し
て
、
人
々
は
徐
々
に
こ
の
聖
書
朗
読

が
宗
派
的
な
行
為
で
あ
る
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
（
164
）

、
そ
れ
を
反
映
す
る
判
決
も
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
一
八
七
二
年
に
オ

ハ
イ
オ
州
最
高
裁
は
、
公
立
学
校
で
の
聖
書
を
含
む
宗
教
書
籍
の
閲
読
と
宗
教
教
育
の
禁
止
を
命
じ
た
教
育
委
員
会
の
命
令
を
支
持
す
る

判
決
を
下
し
た
（
165
）

。
同
最
高
裁
は
、
教
育
委
員
会
の
裁
量
権
を
広
く
認
定
し
、
州
憲
法
に
よ
っ
て
州
議
会
は
す
べ
て
の
宗
教
を
保
護
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
だ
け
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
や
キ
リ
ス
ト
教
が
コ
モ
ン
ロ
ー
の
重
要
部
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め

る
こ
と
で
は
な
い
と
判
示
し
た
（
166
）

。
欽
定
聖
書
の
朗
読
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
以
外
の
生
徒
に
強
制
す
る
の
を
止
め
、
親
の
要
望
に
基
づ
い
て

朗
読
を
免
除
す
る
制
度
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
と
（
167
）

、
裁
判
所
は
徐
々
に
、
強
制
が
伴
う
場
合
に
は
聖
書
朗
読
を
違
法
と
判
決
す
る
よ
う

に
な
っ
た
（
168
）

。
そ
し
て
、
一
八
九
〇
年
に
は
聖
書
朗
読
を
「
宗
派
教
育
」
と
認
定
す
る
判
決
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
最
高
裁
が
下
し
たW

eiss

対D
istrict B

oard

判
決
（
169
）

は
、
公
立
学
校
で
の
欽
定
聖
書
の
朗
読
を
止
め
る
よ
う
求
め
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
の
請
求
を
容
認
し
た
際
に
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
と
異
な
り
欽
定
聖
書
と
カ
ト
リ
ッ
ク
版
聖
書
に
は
相
違
点
が
多
い
こ
と
、
聖
書
の
中
に

は
各
宗
派
が
見
解
を
異
に
す
る
教
義
の
基
と
な
る
条
が
あ
り
、
そ
の
条
を
素
読
す
る
こ
と
を
通
じ
て
宗
派
的
教
義
を
教
え
込
む
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、
他
国
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
欽
定
聖
書
を
素
読
さ
せ
る
こ
と
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
改
宗
さ
せ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
、
公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
は
州
憲
法
の
禁
止
す
る
公
立
学
校
で
の
宗
教
教
育
に
該
当
す
る
と
判
決
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
よ
う
な
見
解
は
す
ぐ
に
は
普
及
せ
ず
、
そ
の
後
も
聖
書
朗
読
を
合
憲
と
す
る
州
裁
判
所
の
判
決
は
続
く
（
170
）

。
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教

）
九
九
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
一
六

教
育
を
禁
止
す
る
州
憲
法
規
定
は
各
州
で
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
で
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
各
州
裁
判
所
が
「
聖
書
朗
読
」
に
つ
い
て
異
な
る

判
決
を
下
し
た
の
は
、
各
々
の
裁
判
所
が
宗
教
的
社
会
的
少
数
者
の
権
利
の
保
護
に
ど
れ
だ
け
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
か
の
違
い
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
（
171
）

。
実
際
、
一
九
三
〇
年
時
点
で
一
二
州
が
公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
を
禁
止
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
172
）

。
こ
れ
ら
の
州
で

は
、
聖
書
朗
読
は
公
立
学
校
で
の
宗
教
教
育
禁
止
規
定
に
抵
触
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
（
173
）

、
移
民
を
同
化
す
る
手
段
と
は
理
解
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

公
立
学
校
で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
無
宗
派
主
義
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
連
邦
最
高
裁
判
決
が
聖
書
朗
読
（
174
）

と
祈
禱
文
の
唱
和
（
175
）

を
禁
止
す

る
判
決
を
下
し
た
こ
と
か
ら
、
今
で
は
政
教
分
離
原
則
に
違
反
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
慣
行
（
と
く

に
祈
禱
）
は
そ
の
後
数
十
年
公
立
学
校
の
中
に
残
存
し
（
176
）

、
様
々
な
学
校
行
事
で
行
わ
れ
て
い
る
。
無
宗
派
主
義
の
影
響
は
、
い
ま
だ
公
立

学
校
に
お
い
て
は
強
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
行
事
の
中
で
も
、
卒
業
式
や
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
で
の
祈
禱
が
憲

法
違
反
と
判
決
さ
れ
て
い
る
（
177
）

。
近
年
で
も
、
公
立
学
校
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
チ
が
試
合
後
に
個
人
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
の

中
央
で
神
に
祈
る
行
為
が
裁
判
の
対
象
に
な
っ
た
（
178
）

。
公
立
学
校
の
中
で
い
ま
だ
宗
教
色
の
あ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ

が
今
日
で
も
宗
教
色
の
強
い
社
会
（
179
）

で
あ
り
、
い
ま
だ
多
く
流
入
す
る
移
民
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
く
「
同
化
」
が
意
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
稿
が
示
し
た
ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
を
め
ぐ
る
無
宗
派
主
義
的
な

移
民
の
同
化
の
歴
史
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
一
〇
〇
年
を
超
え
る
対
立
の
歴
史
（
180
）

は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
観
を
理
解
す

る
上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
史
実
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
（
181
）

。
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
を
考
え
る
際
、
そ
の
原
意
の
み
な
ら

）
九
九
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
一
七

ず
、
一
九
世
紀
の
展
開
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
憲
法
解
釈
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
182
）

。

（
1
） 
芦
部
信
喜
『
憲
法
〔
７
版
〕』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
一
六
四
頁
参
照
。

（
2
） 

合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
の
国
教
樹
立
禁
止
条
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
連
邦
議
会
は
宗
教
の
公
定
に
関
す
る
法
律
を
制
定
し
て
は
な
ら

な
い
」。

（
3
） S

chool D
ist. v. S

chem
pp, 374 U

.S
. 203 

（1963

）.

（
4
） J

o
s

e
p

h s
t

o
r

y, C
o

m
m

e
n

t
a

r
ie

s o
n t

h
e C

o
n

s
t

it
u

t
io

n o
f t

h
e u

n
it

e
d s

t
a

t
e

s 700 

（R
onald R

otunda &
 John N

ow
ak, eds., 

C
arolina A

cadem
ic P

ress 1987

） （1833

）
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
奨
励
が
政
府
の
義
務
で
あ
る
」
と
述
べ
、
連
邦
最
高
裁
は
一
八
九
二
年

に
「
こ
の
国
は
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
る
」
と
表
明
し
た
の
で
あ
る
。See H

oly T
rinity C

hurch v. U
nited S

tates, 143 U
.S

. 457, 471 

（1892

）.

（
5
） t

h
o

m
a

s B
e

r
g, t

h
e s

t
a

t
e a

n
d r

e
l

ig
io

n in a n
u

t
s

h
e

l
l 58 

（3rd ed. 2016

）. S
ee also r

o
B

e
r

t s
. a

l
l

e
y, s

C
h

o
o

l p
r

a
y

e
r 73 

（1994

）.

（
6
） 

こ
の
点
に
触
れ
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
木
鎌
安
雄
『
ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
』（
南
窓
社
、
一
九
九
九
年
）、
森
本
あ
ん
り
『
ア
メ
リ
カ
・
キ

リ
ス
ト
教
史
』（
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
平
塚
益
德
「
ア
メ
リ
カ
の
公
教
育
と
宗
教
」
哲
學
年
報
一
四
号
（
一
九
五
三
年
）
三
〇
五
頁
、
藤

枝
静
正
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
学
校
教
育
と
政
教
分
離
原
則
の
問
題 

（
Ⅰ
）」
仙
台
大
学
紀
要
一
集
（
一
九
六
九
年
）
二
二
頁
、
原
田
一
明
ほ
か

「
近
代
欧
米
諸
国
に
於
け
る
政
教
関
係
」
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
第
一
九
輯
（
二
〇
〇
三
年
）
三
九
頁
、
高
畑
英
一
郎
「
ブ
レ
イ
ン
連
邦
憲

法
修
正
案
に
つ
い
て
」
日
本
法
学
七
四
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
四
九
頁
参
照
。

（
7
） 

S
ee C

a
r

l K
a

e
s

t
l

e, p
il

l
a

r
s o

f r
e

p
u

B
l

iC 3 

（1983

）.

（
8
） 
S

ee C
h

a
r

l
e

s l
. g

l
e

n
n, t

h
e a

m
e

r
iC

a
n m

o
d

e
l o

f s
t

a
t

e a
n

d s
C

h
o

o
l 18 

（2012

）.

（
9
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 3.

（
10
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 19. 

も
っ
と
も
こ
う
し
た
法
律
は
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。S

ee K
a

e
s

t
l

e, su
pra 

）
九
九
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
一
八

note 7, at 3.
（
11
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 16.
（
12
） 

S
ee W

a
r

r
e

n a
. n

o
r

d, r
e

l
ig

io
n a

n
d a

m
e

r
iC

a
n e

d
u

C
a

t
io

n: r
e

t
h

in
K

in
g a n

a
t

io
n

a
l d

il
e

m
m

a 64 

（1995

）.

（
13
） 
鈴
木
透
・
実
験
国
家
ア
メ
リ
カ
の
履
歴
書
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
一
八
頁
。
実
際
、
一
六
四
七
年
法
の
制
定
よ
り
少
な
く

と
も
二
年
前
に
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
様
々
な
タ
ウ
ン
が
学
校
を
設
立
し
て
い
た
。S

ee W
illiam

 E
. S

parkm
an, T

h
e L

egal F
ou

n
d

ation
s 

of P
u

blic S
ch

ool F
in

an
ce, 35 B

.C
. L

. r
e

v. 569, 571 

（1994

）.

（
14
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 19-21.

（
15
） 

S
ee id

. at 20-21.

（
16
） 

S
ee n

o
r

d, su
pra note 12, at 64.

（
17
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 24-25.

（
18
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 3.

（
19
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 26.

（
20
） 

S
ee id

. at 30.

（
21
） 

S
ee id

. at 29.

（
22
） 

共
和
国
の
維
持
に
必
要
な
善
き
市
民
の
育
成
に
は
、
教
育
が
不
可
欠
と
当
時
の
政
治
指
導
者
た
ち
は
認
識
し
て
い
た
と
い
う
。S

ee N
oah 

F
eldm

an, N
on

-S
ectarian

ism
 R

econ
sid

ered, 18 J.L
. &

 p
o

l. 65, 71 

（2002

）.

（
23
） 

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
邦
で
債
務
返
済
や
徴
税
に
苦
し
む
内
陸
側
の
農
民
が
、
減
税
そ
の
他
の
緩
和
策
を
求
め
て
起
こ
し
た
大
規
模
な
反
乱
を
い

う
。
強
力
な
中
央
政
府
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
、
連
邦
憲
法
制
定
の
一
因
と
な
っ
た
。
和
田
光
弘
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
①
　
植
民
地
か
ら
建
国

へ
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
一
五
二
頁
参
照
。

（
24
） 

連
邦
政
府
の
国
債
償
還
の
た
め
に
国
産
蒸
留
酒
に
物
品
税
を
課
し
た
こ
と
に
反
対
し
て
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
生
産
者
が
起
こ

し
た
反
乱
を
い
う
。
同
前
一
七
〇
─
一
七
一
頁
参
照
。

）
九
一
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
一
九

（
25
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 4-5.

　
建
国
期
の
教
育
関
係
者
は
、
市
民
と
し
て
の
責
務
と
共
和
制
の
維
持
の
た
め
に
は
道
徳
教
育
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
聖
書
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
た
。S

ee id
. at 8.

（
26
） 

S
ee n

o
r

d, su
pra note 12, at 71.

（
27
） 

S
ee e

l
l

W
o

o
d p

. l
. C

u
B

B
e

r
l

e
y, p

u
B

l
iC e

d
u

C
a

t
io

n in t
h

e u
n

it
e

d s
t

a
t

e
s 172 

（1919

）. S
ee also K

e
n

t g
r

e
e

n
a

W
a

l
t, d

o
e

s 

g
o

d B
e

l
o

n
g in p

u
B

l
iC s

C
h

o
o

l
s? 14 

（2005

）.

　
後
掲
註（
65
）も
参
照
。

（
28
） 

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
邦
一
七
七
六
年
憲
法
や
ジ
ョ
ー
ジ
ア
邦
一
七
七
七
年
憲
法
な
ど
に
こ
の
よ
う
な
規
定
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
進
歩
的
な

規
定
は
、
そ
の
後
の
憲
法
改
正
や
新
憲
法
の
制
定
に
お
い
て
削
除
さ
れ
る
か
、
貧
民
教
育
に
限
定
す
る
も
の
に
変
更
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
津
布
楽

喜
代
治
「
独
立
革
命
期
の
教
育
」
世
界
教
育
史
研
究
会
編
『
ア
メ
リ
カ
教
育
史
Ⅰ
』（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
）
五
九
─
六
〇
頁
、
八
三
─
八
四
頁

参
照
。

（
29
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 9.

（
30
） 

S
ee id

.

（
31
） 

S
ee id

. at 10-11.

（
32
） 

S
ee a

l
v

in W
. J

o
h

n
s

o
n a

n
d f

r
a

n
K h

. y
o

s
t, s

e
p

a
r

a
t

io
n o

f C
h

u
r

C
h a

n
d s

t
a

t
e in t

h
e u

n
it

e
d s

t
a

t
e

s 36 

（1948

）.

（
33
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 72.

　
藤
枝
・
前
掲
註（
６
）三
六
頁
も
参
照
。

連
邦
政
府
が
西
部
の
開
拓
に
際
し
て
教
育
を
重
視
し
た
の
は
、
開
拓
民
は
狩
猟
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
と
の
交
易
、
自
給
自
足
で
生
活
を
維
持
し
て

い
た
た
め
、
知
識
に
乏
し
く
、
道
徳
心
に
か
け
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
、
教
育
を
通
じ
て
市
民
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
と
い

わ
れ
る
。S
ee D

ennis P
. D

uffey, N
ote, T

h
e N

orth
w

est O
rd

in
an

ce as a C
on

stitu
tion

al D
ocu

m
en

t, 95 C
o

l
u

m. l
. r

e
v. 929, 953-

957 

（1995

）.

（
34
） 

S
ee d

a
v

id t
y

a
C

K, e
t a

l, l
a

W
 a

n
d t

h
e s

h
a

p
in

g o
f p

u
B

l
iC e

d
u

C
a

t
io

n, 1785-1954, 31 

（1987

）. S
ee also R

. f
r

e
e

m
a

n B
u

t
t

s, 

t
h

e a
m

e
r

iC
a

n t
r

a
d

it
io

n in r
e

l
ig

io
n a

n
d e

d
u

C
a

t
io

n 69 

（1950

）.

　
藤
枝
・
前
掲
註（
６
）三
六
頁
も
参
照
。

（
35
） A

n O
rdinance for the G

overnm
ent of the T

erritory of the U
nited S

tates N
orth-W

est of the R
iver O

hio, 1 S
tat. 51, 53 

）
九
一
一
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
二
〇

（July 13, 1787

）.
（
36
） 

北
西
部
条
令
の
対
象
区
域
は
、
現
在
の
オ
ハ
イ
オ
州
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
、
ミ
シ
ガ
ン
州
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
と
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
一
部
で
あ

る
。S

ee B
enjam

in Justice, T
h

e O
rigin

alist C
ase A

gain
st V

ou
ch

ers: T
h

e F
irst A

m
en

d
m

en
t, R

eligion
, an

d
 A

m
erican

 P
u

blic 

E
d

u
cation, 26 s

t
a

n. l
. &

 p
o

l ’y r
e

v. 437, 468 

（2015

）.

（
37
） 

現
在
の
テ
ネ
シ
ー
州
に
該
当
す
る
地
域
の
自
治
を
認
め
た
一
七
九
〇
年
の
連
邦
法
（A

n A
ct for the G

overnm
ent of the T

erritory of 

the U
nited S

tates, S
outh of the R

iver O
hio

）
も
、
北
西
部
条
令
を
引
用
し
て
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。1st C

ong. S
ess. 2, ch. 

14,§
1 

（1790

）.

（
38
） 

S
ee t

y
a

C
K, su

pra note 34, at 33.

（
39
） 

S
ee id

.

（
40
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 64-65.

（
41
） 

S
ee id. at 67.

（
42
） 

S
ee id. at 67, 70.

（
43
） 

S
ee id. at 70.

（
44
） 

S
ee n

o
r

d, su
pra note 12, at 76, 97.

（
45
） 

S
ee id. at 96.

（
46
） 

S
ee m

iC
h

a
e

l B
. K

a
t

z, t
h

e ir
o

n
y 

o
f e

a
r

l
y s

C
h

o
o

l r
e

f
o

r
m: e

d
u

C
a

t
io

n
a

l in
n

o
v

a
t

io
n 

in m
id-n

in
e

t
e

e
n

t
h C

e
n

t
u

r
y 

m
a

s
s

a
C

h
u

s
e

t
t

s 89-90 

（1968

）.

（
47
） 

S
ee J

o
e

l s
p

r
in

g, t
h

e a
m

e
r

iC
a

n s
C

h
o

o
l: 1642-2000, 115 

（5th ed. 2001

）.

　
も
っ
と
も
、
一
九
世
紀
後
半
の
教
育
内
容
が
労
働
者
の

要
請
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。S

ee id. at 118.

（
48
） 

S
ee id. at 128.

（
49
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 78-79.

　
自
作
農
の
美
徳
と
知
性
が
共
和
制
の
基
盤
で
あ
る
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
農
村
は
建
国
の
理
念
の

）
九
一
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
二
一

象
徴
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。S

ee K
a

e
s

t
l

e, su
pra note 7, at 5.

（
50
） 

S
ee a

n
s

o
n p

h
e

l
p

s s
t

o
K

e
s &

 l
e

o p
f

e
f

f
e

r, C
h

u
r

C
h a

n
d s

t
a

t
e in t

h
e u

n
it

e
d s

t
a

t
e

s 351 

（rev. ed. 1964

）.
（
51
） 

S
ee g

r
e

e
n

a
W

a
l

t, su
pra note 27, at 14.

（
52
） 

S
ee n

o
r

d, su
pra note 12, at 71.

　 s
p

r
in

g, su
pra note 47, at 86

は
、
公
立
学
校
が
ア
メ
リ
カ
社
会
の
多
文
化
的
に
な
る
の
に
歯
止
め

を
か
け
る
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
53
） 

S
ee t

y
a

C
K, su

pra note 34, at 71.

　
修
正
一
〇
条
に
よ
り
州
に
留
保
さ
れ
た
権
限
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。S

ee W
a

r
d W

. 

K
e

e
s

e
C

K
e

r, l
e

g
a

l s
t

a
t

u
s o

f B
iB

l
e r

e
a

d
in

g a
n

d r
e

l
ig

io
u

s in
s

t
r

u
C

t
io

n in p
u

B
l

iC s
C

h
o

o
l

s 2 

（1930

）.

（
54
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 160.

（
55
） 

S
ee S

parkm
an, su

pra note 13, at 578.

（
56
） 

S
ee id

. at 579.

（
57
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 71; g
l

e
n

n, su
pra note 8, at 66.

（
58
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 117; C
u

B
B

e
r

l
e

y, su
pra note 27, at 172.

　
た
だ
そ
の
状
況
は
地
域
で
差
異
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
で
は
一
九
二
〇
年
代
で
も
初
等
教
育
は
私
立
学
校
が
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。S

ee r
o

s
s l

e
e f

in
n

e
y, t

h
e a

m
e

r
iC

a
n 

p
u

B
l

iC s
C

h
o

o
l 45 

（1921

）.

（
59
） 

S
ee s

t
e

v
e

n K
. g

r
e

e
n, t

h
e B

iB
l

e, t
h

e s
C

h
o

o
l, a

n
d t

h
e C

o
n

s
t

it
u

t
io

n 12 

（2012

）.

最
後
ま
で
宗
教
公
定
制
を
維
持
し
て
い
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
が
こ
れ
を
廃
止
し
た
の
は
一
八
三
三
年
で
あ
る
。B

e
r

g, su
pra note 22, at 

49.

（
60
） 

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
一
八
二
七
年
に
公
立
学
校
で
の
宗
派
教
育
を
禁
止
す
る
法
律
を
制
定
し
て
い
た
が
、
一
八
四
〇
年
代
ま
で
は
無
視
さ

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。S

ee F
eldm

an, su
pra note 22, at 74-75.

（
61
） 

S
ee f

in
n

e
y, su

pra note 58, at 140.

（
62
） 

S
ee also R

obert F
airchild C

ushm
an, H

oly B
ible an

d
 th

e P
u

blic S
ch

ools, 40 C
ornell L

. R
ev. 475, 477 

（1955

）.

）
九
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
二
二

（
63
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note8, at 163.
（
64
） 

S
ee John C

. Jeffries Jr. &
 Jam

es E
. R

yan, T
h

e P
olitical H

istory of th
e E

stablish
m

en
t C

lau
se, 100 m

iC
h. l

. r
e

v. 279, 297 
（2001
）.

　
有
賀
弘
「
ア
メ
リ
カ
社
会
の
発
展
と
宗
教
」
阿
部
ほ
か
編
・
世
紀
転
換
期
の
ア
メ
リ
カ
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
三
七
─

四
三
頁
、
金
原
恭
子
「
教
会
内
紛
と
司
法
介
入
⑴
」
法
律
協
会
雑
誌
一
一
二
巻
八
号
（
一
九
九
五
年
）
七
七
頁
も
参
照
。

（
65
） 

S
ee C

u
B

B
e

r
l

e
y, su

pra note 27, at 176; F
eldm

an, su
pra note 22, at 67.

　
マ
ン
や
他
の
公
立
学
校
を
推
進
す
る
者
た
ち
は
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
各
派
の
教
義
の
最
小
公
倍
数
と
な
る
も
の
を
公
立
学
校
に
存
置
し
た
の
で
あ
る
。S

ee Jeffries &
 R

yan, su
pra note 64, at 298.

（
66
） 

S
ee Jeffries &

 R
yan, su

pra note 64, at 298.

　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
解
説
や
説
明
な
く
聖
書
を
素
読
す
る
こ
と
は
信
仰
の

中
心
的
行
為
で
あ
る
。S

ee F
eldm

an, su
pra note 22, at 75.

（
67
） 

無
宗
派
主
義
は
、
特
定
の
信
仰
教
義
に
触
れ
る
こ
と
な
く
宗
教
的
に
道
徳
を
教
え
る
画
期
的
な
解
決
方
法
だ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。S

ee 

F
eldm

an, su
pra note 22, at 78.

（
68
） 

S
ee id

. at 77.

（
69
） 

S
ee g

r
e

e
n, su

pra note 59, at 15.

（
70
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 66.

（
71
） 

S
ee C

u
B

B
e

r
l

e
y, su

pra note 27, at 173. S
ee also F

eldm
an, su

pra note 22, at 67.

（
72
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 77.

　
実
際
、
公
立
学
校
の
設
置
を
推
進
し
て
い
た
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
。S

ee 

Jeffries &
 R

yan, su
pra note 64, at 297.

（
73
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 93.

（
74
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 371-372.

（
75
） 

S
ee g

r
e

e
n, su

pra note 59, at 32.

（
76
） 

S
ee n

o
r

d, su
pra note 12, at 75.

（
77
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 81-82.

）
九
一
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
二
三

（
78
） 

S
ee n

o
r

d, su
pra note 12, at 72.

（
79
） 

S
ee M

cC
ollum

 v. B
oard of E

duc., 333 U
.S

. 203, 215 

（1948

） （F
rankfurter, J., concurring

）.
（
80
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 422.

　
後
掲
註（
139
）〜（
143
）参
照
。

（
81
） 

S
ee g

r
e

e
n, su

pra note 59, at 19.

（
82
） 

S
ee s

p
r

in
g, su

pra note 47, at 100, 103.

（
83
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 162.

　
そ
し
て
、
公
立
学
校
の
無
宗
派
化
は
、
公
立
学
校
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
要
素
を
取
り
除
く
こ
と

を
意
味
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。S

ee Id.

（
84
） 

S
ee also C

ushm
an, su

pra note 62, at 497.

（
85
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 114.

　
公
立
学
校
で
の
無
宗
派
主
義
に
は
、
道
徳
教
育
を
通
じ
た
共
和
主
義
的
価
値
観
の
育
成
と
い
う
重

要
な
側
面
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
見
解
も
あ
る
。S

ee id. at 115.

（
86
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 71; s
p

r
in

g, su
pra note 47, at 87.

（
87
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 212-213.

（
88
） 

S
ee id

.

（
89
） 

S
ee id

. at 213-214.

（
90
） 

S
ee id

. at 213.

（
91
） 

S
ee id

. at 215-216.

（
92
） 

S
ee Jeffries &

 R
yan, su

pra note 64, at 299.

（
93
） 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
人
口
は
一
八
三
〇
年
に
は
六
〇
万
人
、
一
八
五
〇
年
に
は
一
六
〇
万
人
、
一
八
六
〇
年
に
三
二
〇
万

人
、
一
九
〇
〇
年
で
は
一
二
〇
〇
万
人
、
そ
し
て
一
九
三
〇
年
は
二
四
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
。S

ee id
. at 299-300.

（
94
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 225-226.

（
95
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 63.

）
九
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
二
四

（
96
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 103. S
ee also d

o
n

a
l

d e
. B

o
l

e
s, t

h
e B

iB
l

e, r
e

l
ig

io
n a

n
d t

h
e p

u
B

l
iC s

C
h

o
o

l
s 28 

（3d ed, 

1965

）.
（
97
） 
廣
田
秀
孝
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
貧
困
層
の
国
際
移
動
」
歴
史
評
論
七
九
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
二
二
頁
参
照
。

（
98
） 
廣
田
秀
孝
「『
自
己
防
衛
の
名
の
下
に
』

─
移
民
貧
困
層
の
州
外
強
制
退
去
と
19
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
移
民
政
策

─
」
ア
メ
リ
カ
研
究
四
八

号
（
二
〇
一
四
年
）
一
〇
二
頁
。

（
99
） 

S
ee s

p
r

in
g, su

pra note 47, at 87.

（
100
） 

廣
田
・
前
掲
註（
97
）二
二
頁
参
照
。

（
101
） 

廣
田
・
前
掲
註（
98
）一
〇
二
頁
。

（
102
） 

同
前
。
そ
れ
ゆ
え
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
は
貧
困
移
民
を
毎
年
数
百
人
規
模
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
強
制
送
還
す
る
と
い
う
措
置
を
と
っ
て
い
た
。

廣
田
・
前
掲
註（
97
）二
四
頁
参
照
。

（
103
） 

S
ee J

o
e

l s
p

r
in

g, t
h

e a
m

e
r

iC
a

n s
C

h
o

o
l: f

r
o

m t
h

e p
u

r
it

a
n

s t
o t

h
e t

r
u

m
p e

r
a 124 

（10th ed. 2018

）.

（
104
） 

S
ee id

.

（
105
） 

S
ee Jeffries &

 R
yan, su

pra note 64, at 303.

　
前
掲
註（
49
）も
参
照
。

（
106
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 105.

（
107
） 

S
ee id

.

（
108
） 

S
ee id

. at 104-105; s
t

o
K

e
s &

 p
f

e
f

f
e

r, su
pra note 50, at 216-217.

　S
ee also T

hom
as B

erg, T
h

e S
tory of th

e S
ch

ool 

P
ra

yer D
ecision

s: C
ivil R

eligion
 U

n
d

er A
ssa

u
lt, in f

ir
s

t a
m

e
n

d
m

e
n

t s
t

o
r

ie
s 194 

（R
ichard W

. G
arnett &

 A
ndrew

 

K
oppelm

an eds. 2012

）.

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
住
民
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
専
制
政
治
に
味
方
す
る
者
と
し
て
さ
げ
す
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。S

ee K
a

e
s

t
l

e, su
pra 

note 7, at 93.

（
109
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 217; S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 107.

）
九
一
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
二
五

（
110
） S

ee s
p

r
in

g, su
pra note 47, at 87.

（
111
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 156. S
ee also s

t
e

v
e

n W
a

l
d

m
a

n, s
a

C
r

e
d l

iB
e

r
t

y 145 

（2019

）.
（
112
） 

S
ee B

o
l

e
s, su

pra note 96, at 30.

（
113
） 

S
ee Jeffries &

 R
yan, su

pra note 64, at 303.

（
114
） 

S
ee e.g., K

orem
atsu v. U

nited S
tates, 323 U

.S
. 214 

（1944

）; T
rum

p v. H
aw

aii, 138 S
. C

t. 2392 

（2018

）.

（
115
） 

S
ee Jeffries &

 R
yan, su

pra note 64, at 299; s
p

r
in

g, su
pra note 47, at 87-88.

（
116
） 

欽
定
聖
書
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ま
っ
た
く
異
な
る
、
と
い
う
視
点
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
問

題
で
あ
っ
た
。S

ee s
t

o
K

e
s &

 p
f

e
f

f
e

r, su
pra note 50, at 373.

　
そ
れ
ゆ
え
、
欽
定
聖
書
を
使
用
す
る
こ
と
自
体
が
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
と
理

解
さ
れ
た
。S

ee F
eldm

an, su
pra note 22, at 85.

（
117
） D

ouglas L
aycock, “N

on
coercive” S

u
pport for R

eligion
: A

n
oth

er F
ales C

laim
 abou

t th
e E

stablish
m

en
t C

lau
se, 26 v

a
l. 

l
. r

e
v. 37, 51 

（1991

）.

（
118
） 

S
ee S

teven K
. G

reen, T
he B

laine A
m

endm
ent R

econsidered, 36 a
m. J. l

e
g

a
l h

is
t. 38, 41 

（1992

）.

（
119
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 156. S
ee also Jeffries &

 R
yan, su

pra note 64, at 302-303.

（
120
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 86.

　
そ
の
強
制
に
は
、
自
ら
の
信
仰
し
な
い
宗
教
的
道
徳
観
を
教
え
る
公
立
学
校
の
経
費
を
税
を
通
じ

て
徴
収
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
廃
止
さ
れ
た
宗
教
公
定
制
の
一
部
で
あ
っ
た
宗
教
課
税
（
自
ら
が
進
行
し
な
い
教
会

を
維
持
す
る
経
費
を
税
を
通
じ
て
徴
収
す
る
こ
と
）
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
121
） 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
反
対
を
聖
書
に
対
す
る
攻
撃
と
考
え
て
い
た
。S

ee g
r

e
e

n, su
pra note 59, at 34.

（
122
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 161.

（
123
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 229-230. S
ee also F

eldm
an, su

pra note 22, at 87.

（
124
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 88.

（
125
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 328; g
l

e
n

n, su
pra note 8, at 71.

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
は
以
前
か
ら
低
賃
金
労
働
を
め

）
九
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
二
六

ぐ
り
自
由
黒
人
と
争
っ
て
い
た
の
で
、
奴
隷
解
放
の
た
め
に
北
軍
に
参
加
す
る
こ
と
を
忌
避
し
、
戦
後
も
解
放
奴
隷
に
集
団
暴
行
を
加
え
る
な
ど
を

し
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
運
動
再
燃
の
一
因
と
い
え
よ
う
。
貴
堂
嘉
之
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
②
　
南
北
戦
争
の
時
代
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
九
一
、
一
二
八
、
一
三
〇
頁
参
照
。

（
126
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 330.

（
127
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 93.

（
128
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 227-228.

（
129
） 

S
ee id

. at 228.

（
130
） 

S
ee id

. at 229.

（
131
） 

S
ee id

. at 218.

（
132
） 

一
八
八
〇
年
代
に
カ
ト
リ
ッ
ク
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
や
ボ
ス
ト
ン
市
、
シ
カ
ゴ
市
な
ど
の
主
要
な
都
市
で
市
長
を
輩
出
す
る
ま
で
の
政
治
力
を

獲
得
し
て
い
た
。S

ee l
l

o
y

d p
. J

o
r

g
e

n
s

o
n, t

h
e s

t
a

t
e a

n
d t

h
e n

o
n-p

u
B

l
iC s

C
h

o
o

l, 1825-1925, 121-122 

（1987

）.

（
133
） 

S
ee s

t
o

K
e

s &
 p

f
e

f
f

e
r, su

pra note 50, at 373-374.

（
134
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 72.

（
135
） 

S
ee g

r
e

e
n, su

pra note 59, at 236.

（
136
） 

S
ee G

reen, su
pra note 118, at 47.

（
137
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 94.

（
138
） 

ブ
レ
イ
ン
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
高
畑
・
前
掲
註（
６
）参
照
。

（
139
） 

S
ee G

reen, su
pra note 118, at 43.

　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
対
立
が
激
し
か
っ
た
州
で
は
、
一
八
四
〇
年
代
後
半
か
ら
宗
教

系
私
立
学
校
に
対
す
る
公
的
助
成
を
禁
止
す
る
規
定
を
制
定
し
て
い
た
。S

ee g
l

e
n

n, su
pra note 8, at 164.

（
140
） 

宗
教
系
私
立
学
校
に
対
す
る
公
的
助
成
禁
止
に
は
、
⑴
公
教
育
制
度
維
持
の
た
め
の
競
争
の
制
限
、
⑵
公
立
学
校
で
の
移
民
同
化
の
役
割
を
公

務
員
が
担
う
と
の
信
念
、
⑶
教
育
水
準
の
維
持
と
社
会
へ
の
説
明
責
任
、
⑷
政
府
の
教
育
予
算
の
獲
得
を
め
ぐ
る
宗
教
間
の
対
立
・
競
争
の
回
避
、

）
九
一
一
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
二
七

⑸
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感
情
と
い
っ
た
理
由
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。S

ee g
r

e
e

n, su
pra note 59, at 7.

（
141
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 157, 217. Jeffries &
 R

yan, su
pra note 64, at 305

は
、
宗
教
系
私
立
学
校
に
対
す
る
公
的
助
成
の
禁
止

は
多
様
な
考
え
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
反
カ
ト
リ
ッ
ク
の
要
因
は
際
立
っ
て
い
る
と
述
べ
、
そ
れ
は
偏
見
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
宗
教
対
立
を
起
源
と
す
る
規
定
が
日
本
に
「
輸
出
」
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、see S

ch
em

pp, 374 U
.S

. at 257 

n.22 

（B
rennan, J. concurring

）.

（
142
） 

例
え
ば
、
ブ
レ
イ
ン
改
正
案
の
連
邦
議
会
上
院
で
示
さ
れ
た
文
案
に
は
、
こ
の
改
正
案
は
公
立
学
校
で
の
聖
書
朗
読
を
阻
む
も
の
と
理
解
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
と
明
記
し
て
あ
っ
た
。S

ee B
o

l
e

s, su
pra note 96, at 32; g

r
e

e
n, su

pra note 59, at 214-215.

　
州
憲
法
上
の
公
立
学
校
で

の
宗
教
教
育
禁
止
規
定
も
ま
た
、
聖
書
朗
読
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。S

ee W
a

l
d

m
a

n, su
pra note 111, at 

150.

（
143
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at, 68.

（
144
） 

S
ee g

l
e

n
n, su

pra note 8, at 164-165.

（
145
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

pra note 7, at 99.

（
146
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 71.

（
147
） 

S
ee K

a
e

s
t

l
e, su

p
ra note 7, at 98. S

ee a
lso M

ark D
eF

orrest, A
n

 O
verview

 a
n

d
 E

va
lu

a
tion

 of S
ta

te B
la

in
e 

A
m

en
d

m
en

ts: O
rigin

s, S
cope, an

d
 F

irst A
m

en
d

m
en

t C
on

cern
s, 26 h

a
r

v. J.l
. &

 p
u

B. p
o

l ’y 551, 559 

（2003

）.

　Joseph P
. 

V
iteritti, B

lain
e’s W

ake: S
ch

ool C
h

oice, th
e F

irst A
m

en
d

m
en

t, an
d

 S
tate C

on
stitu

tion
al L

aw
, 21 h

a
r

v. J.l
. &

 p
u

B. p
o

l ’y 

657, 668 

（1998

）
は
、「
共
和
国
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、
道
義
を
わ
き
ま
え
た
市
民
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
徳
は
宗
教
に
根
ざ
す
。

宗
教
は
聖
書
に
基
づ
く
。
公
立
学
校
は
道
義
を
わ
き
ま
え
た
市
民
を
育
成
す
る
主
要
な
手
段
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
立
学
校
の
生
徒
た
ち
は
聖

書
を
朗
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
発
想
が
当
時
の
宗
教･

教
育
関
係
者
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う
。

（
148
） 

S
ee V

iteritti, su
pra note 147, at 668.

）
九
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
二
八

（
149
） 

S
ee F

eldm
an, su

pra note 22, at 114.
（
150
） 

こ
の
時
期
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
聖
書
朗
読
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
当
時
移
民
排
斥
の
勢
力
（the K

now
-N

othing P
arty

）
が
政
権

を
獲
得
し
た
た
め
で
あ
る
。S

ee m
iC

h
a

e
l s

. a
r

ie
n

s &
 r

o
B

e
r

t a
. d

e
s

t
r

o, r
e

l
ig

io
u

s l
iB

e
r

t
y in a p

l
u

r
a

l
is

t
iC s

o
C

ie
t

y 157 

（2nd 

ed. 2002
）.

（
151
） 

前
掲
註（
74
）参
照
。S

ee also t
y

a
C

K, su
pra note 34, at 164.

（
152
） 

S
ee g

r
e

e
n, su

pra note 59, at 137, 145.

（
153
） 

S
ee Jeffries &

 R
yan, su

pra note 64, at 304.

（
154
） 

S
ee T

yack, su
pra note 34, at 162.

　
平
塚
・
前
掲
註（
６
）三
一
五
頁
、
藤
枝
・
前
掲
註（
６
）四
三
頁
は
と
も
にv

. t
. t

h
a

y
e

r, 

r
e

l
ig

io
n in p

u
B

l
iC e

d
u

C
a

t
io

n 38-42 

（1947

）
を
引
用
し
て
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
聖
書
朗
読
が
減
少
し
、
一
九
一
三
年
ま
で
に
は
一
〜
二
州

し
か
朗
読
を
要
求
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
一
九
世
紀
末
に
な
る
と
移
民
で
あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
が
あ
る
程
度
ア
メ
リ
カ
に
同
化
し
、
中
産
階
級

の
一
部
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感
情
が
低
減
し
た
こ
と
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。S

ee n
o

r
d, su

pra note 12, at 

70.

（
155
） 

S
ee K

e
e

s
e

C
K

e
r, su

pra note 53, at 3.
　
一
九
一
三
年
以
降
一
一
の
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．で
聖
書
朗
読
を
義
務
付
け
る
法
律
が
成
立
し
、

他
の
一
〇
州
が
そ
の
朗
読
を
容
認
す
る
法
律
を
可
決
し
た
。
一
九
三
四
年
の
段
階
で
は
、
二
三
州
が
法
律
で
聖
書
朗
読
を
義
務
付
け
も
し
く
は
容
認

し
て
い
た
と
す
る
資
料
も
あ
る
（S

ee a
l

v
in W

. J
o

h
n

s
o

n, t
h

e l
e

g
a

l s
t

a
t

u
s o

f C
h

u
r

C
h-s

t
a

t
e r

e
l

a
t

io
n

s
h

ip
s in t

h
e u

n
it

e
d 

s
t

a
t

e
s 26-27 

（1934

））。
一
九
三
〇
年
代
の
公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
原
田
ほ
か
・
前
掲
註（
６
）一
〇
四
頁
の
資
料

を
参
照
。

（
156
） 

S
ee B

o
l

e
s, su

pra note 96, at 52.

（
157
） 

S
ee g

r
e

e
n, su

pra note 59, at 242.

（
158
） A

ct of M
ay 18, 1917, c. 15, 40 S

tat. 76. S
ee also A

rver v. U
nited S

tates, 245 U
.S

. 366, 375 

（1918

）.

（
159
） 

S
ee f

in
n

e
y, su

pra note 58, at 305.

　
ア
メ
リ
カ
へ
帰
化
の
意
思
を
示
し
た
外
国
人
も
徴
兵
の
対
象
と
し
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
文
化
を

）
九
一
九
一
（



公
立
学
校
に
お
け
る
聖
書
朗
読
と
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
（
高
畑
）

二
二
九

よ
く
知
ら
な
い
兵
士
を
多
く
生
ん
だ
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
新
規
に
到
来
し
た
移
民
を
含
む
外
国
生
ま
れ
の
兵
士
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
米
軍
総

兵
力
の
約
一
六
％
を
占
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
中
野
耕
太
郎
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
③
　
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
夢
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九

年
）
七
九
頁
参
照
。

（
160
） 

S
ee t

y
a

C
K, su

pra note 34, at 169.

　
当
時
、
ア
ジ
ア
系
の
移
民
は
同
化
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
中
野
・
前
掲
註（
159
）
九
九
─
一
〇
〇

頁
参
照
。

（
161
） 

S
ee t

y
a

C
K, su

pra note 34, at 155; g
r

e
e

n
a

W
a

l
t, su

pra note 27, at 16.

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
革
新
主
義
が
社
会
的
弱
者
救
済
運
動
を

展
開
し
た
際
に
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
同
化
し
て
い
な
い
移
民
貧
困
層
の
存
在
を
顕
在
化
さ
せ
た
こ
と
も
、
公
立
学
校
で
同
化
を
推
進
す
る
要
素
に

な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
中
野
・
前
掲
註（
159
）
四
、
一
四
頁
参
照
。

進
化
論
教
育
を
公
立
学
校
で
禁
止
す
る
の
も
、
同
化
の
一
環
と
い
わ
れ
る
。S

ee t
y

a
C

K, su
pra note 34, at 155.

　
進
化
論
教
育
禁
止
を
め
ぐ

る
有
名
な
一
九
二
五
年
の
ス
コ
ー
プ
判
決
に
つ
い
て
は
、see e

d
W

a
r
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